
終
結
し
て
い
た
ら
、
我
が
軍
の
損
害
も
か
な
り
少
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
復
員
船
上
の
十
日
間
は
、
な
ん
と
も
言

え
な
い
気
持
ち
だ
っ
た
。
戦
争
は
「
い
や
だ
」
と
。

十
二
月
十
六
日
、
名
古
屋
上
陸
、
復
員
手
続
等
に
て
二
、
三

日
。
十
二
月
二
十
日
故
郷
に
帰
る
。

平
和
の
尊
さ
は
、
悲
惨
な
体
験
を
し
た
者
で
な
い
と
理
解
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
私
は
今
、
平
和
の
有
り
難
さ
を
つ
く
づ
く
実

感
し
な
が
ら
老
後
の
一
日
一
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

比
島
戦
末
期
　
主
計
兵
の
思
い
出
　 

新
潟
県
　
家
塚
克
己
　 

昭
和
十
九
年
四
月
十
日
、
関
東
軍
化
学
練
習
隊
に
分
遣
を
命

ぜ
ら
れ
同
日
満
州
の
牡
丹
江
を
出
発
。
哈
爾
濱
・
斉
斉
哈
爾
を

経
て
四
月
十
二
日
龍
江
省
富
拉
爾
基
に
到
着
、
同
隊
に
入
隊
し

た
。
こ
れ
が
私
の
軍
隊
生
活
六
年
間
の
運
命
を
大
き
く
左
右
す

る
原
点
と
な
っ
た
。

同
年
五
月
十
四
日
教
育
終
了
、
原
隊
復
帰
を
命
ぜ
ら
れ
牡
丹

江
第
三
六
三
七
部
隊
に
入
っ
た
。
部
隊
に
入
っ
て
み
る
と
、
部

隊
は
南
方
転
出
の
た
め
騒
然
と
し
て
い
た
。
私
は
同
日
、
大
隊

本
部
付
け
で
兵
器
係
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
本
部
に
行
っ
て
見
る
と

小
林
軍
曹
と
言
う
兵
器
係
が
い
た
。
副
官
に
聞
い
て
見
る
と
、

私
の
兵
器
は
化
学
兵
器
の
こ
と
で
、
一
般
の
科
学
兵
器
で
は
な

か
っ
た
。

南
方
出
陣
の
準
備
も
整
い
六
月
十
二
日
牡
丹
江
出
発
。

釜
山
、

門
司
を
経
て
台
湾
に
寄
港
、
七
月
九
日
台
湾
を
出
港
、
ど
こ
に

行
く
の
や
ら
船
団
は
南
方
に
向
か
っ
た
。
私
の
乗
っ
た
船
は

「
瑞
穂
丸
」

、
数
十
隻
の
海
軍
護
衛
艦
に
守
ら
れ
、
夕
闇
迫
る

基
隆
港
を
後
に
し
た
。
明
け
て
七
月
十
三
日
午
前
七
時
三
十
五
分
、

「
日
蘭
丸
」
に
魚
雷
命
中
、
船
団
の
犠
牲
に
な
っ
た
。
私
た
ち

は
甲
板
に
並
ん
で
「
日
蘭
丸
」
に
挙
手
の
敬
礼
を
な
し
、
犠
牲

者
の
冥
福
を
祈
っ
た
。
魚
雷
命
中
か
ら
船
体
が
波
間
に
見
え
な

く
な
る
ま
で
実
に
三
十
一
分
、
こ
の
間
、
退
避
可
能
時
間
は
七

～
八
分
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
魔
の
バ
シ
ー
海
峡
も
無
事
に

通
り
、
七
月
十
六
日
ル
ソ
ン
島
マ
ニ
ラ
上
陸
、
ダ
ガ
ホ
イ
小
学

校
に
入
る
。

八
月
十
六
日
、
大
隊
本
部
を
マ
ニ
ラ
城
内
の
レ
ト
ラ
大
学
に



移
動
、
同
日
私
は
経
理
室
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
不
服

と
し
て
副
官
に
「
本
科
の
下
士
官
が
な
ん
で
経
理
室
に
行
か
ね

ば
な
ら
な
い
ん
で
す
か
」
と
問
う
た
と
こ
ろ
、「
至
上
命
令
だ
、

文
句
を
言
う
な
」
と
叱
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
終
戦
ま
で
経
理
室

で
終
わ
っ
た
。

九
月
二
十
一
日
当
日
、
私
は
主
計
の
命
を
受
け
、
午
前
八
時

兵
站
司
令
部
に
糧
秣
受
領
の
た
め
本
部
を
出
発
、
運
転
手
大
島

一
等
兵
、
助
手
貝
瀬
上
等
兵
と
私
三
人
で
兵
站
に
向
か
っ
た
。

兵
站
司
令
部
に
八
時
十
五
分
ご
ろ
到
着
。
係
の
者
に
部
隊
の
伝

票
を
出
し
糧
秣
受
領
中
、
俄
か
に
兵
站
の
中
が
騒
が
し
く
な
っ

て
き
た
。
私
は
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
い
。
と
上
空
か
ら
バ
リ

バ
リ
と
機
関
銃
の
音
が
し
た
。
空
襲
だ
。
空
を
見
上
げ
る
と
、

上
空
は
ゴ
マ
を
撒
い
た
よ
う
に
敵
機
の
大
編
隊
だ
。
私
は
早
速

糧
秣
の
受
領
を
中
止
し
て
貝
瀬
、
大
島
を
呼
ん
で
部
隊
に
走
っ

た
。
今
来
た
道
路
に
は
人
っ
こ
一
人
い
な
い
。
そ
の
こ
ろ
に
は

港
湾
、
飛
行
場
、
司
令
部
、
各
所
か
ら
黒
煙
が
上
っ
て
い
た
。

や
が
て
、
ニ
コ
ラ
ス
飛
行
場
西
側
に
差
し
掛
か
っ
た
。
飛
行

場
は
火
柱
と
黒
煙
で
も
う
も
う
と
し
て
い
た
。
敵
の
爆
弾
は
私

の
車
と
平
行
に
落
下
、
爆
風
が
頬
を
叩
く
。
私
は
車
窓
を
閉
め

て
全
速
で
走
っ
た
。
後
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
飛
行
場
を

越
え
る
付
近
で
、
だ
れ
か
大
き
な
力
で
私
の
尻
を
空
中
に
投
げ

上
る
よ
う
な
気
が
し
た
と
思
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
意
識
を
失
っ
た
。

そ
れ
か
ら
何
時
間
く
ら
い
経
っ
た
か
、
ふ
と
気
が
つ
い
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
記
憶
を
取
り
戻
し
始
め
た
。
そ
う

だ
爆
撃
さ
れ
た
ん
だ
、
俺
は
負
傷
し
た
ん
だ
、
と
分
か
っ
て
き

た
が
、
ま
だ
両
腕
が
動
か
な
い
こ
と
や
両
耳
が
全
然
聞
こ
え
な

い
こ
と
に
は
気
が
付
か
な
い
。
暗
か
っ
た
の
は
波
状
鉄
板
が
飛

ん
で
き
て
私
の
上
を
覆
っ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。

意
識
が
ふ
と
戻
る
と
、
貝
瀬
は
ど
う
し
た
ろ
う
、
大
島
は
、

と
見
る
と
貝
瀬
は
頭
を
が
っ
ぱ
り
割
ら
れ
腕
が
も
げ
そ
う
だ
。

私
は
足
で
揺
さ
ぶ
っ
て
員
瀬
を
起
こ
し
た
。
貝
瀬
は
ま
だ
気
を

失
っ
て
い
る
。
よ
う
や
く
貝
瀬
も
気
が
付
き
、
大
島
は
ど
う
し

た
ろ
う
と
見
る
と
、
道
路
の
向
こ
う
側
で
口
か
ら
泡
を
吹
い
て

う
な
っ
て
い
る
。
見
る
と
、
足
、
体
に
重
傷
を
負
い
歩
け
な
い
。

私
は
大
島
に
「
必
ず
後
で
迎
え
に
来
る
か
ら
こ
こ
を
動
く
な
」

と
言
っ
て
、
私
と
貝
瀬
と
二
人
で
部
隊
に
向
か
っ
て
歩
き
出
し

た
。
頭
か
ら
流
れ
落
ち
る
血
は
目
を
塞
ぎ
首
筋
ア
ゴ
と
伝
わ
り

落
ち
る
、
何
度
も
頭
を
振
っ
た
り
し
て
い
た
が
、
目
が
見
え
な



く
な
っ
た
。
ど
こ
で
、
ど
こ
の
自
動
車
か
分
か
ら
ぬ
が
車
が
寄
っ

て
来
て
私
た
ち
二
人
を
車
の
荷
台
に
投
げ
上
げ
て
く
れ
た
が
、

私
は
そ
の
ま
ま
意
識
を
失
っ
た
。

そ
れ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
経
っ
た
か
、
ふ
と
気
が
付
く
と
ベ
ッ

ド
の
上
に
い
た
。
も
う
す
っ
か
り
日
が
暮
れ
て
真
っ
暗
な
中
、

白
い
着
物
を
着
た
人
が
忙
し
そ
う
に
飛
び
回
っ
て
い
る
。
気
が

付
く
と
直
ぐ
飯
が
出
た
。
腹
が
空
い
て
い
る
の
で
食
べ
よ
う
と

思
う
が
食
べ
ら
れ
な
い
。
初
め
て
両
手
が
利
か
な
い
こ
と
に
気

が
付
い
た
。

翌
日
、
私
は
手
術
を
受
け
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
日
ば
か
り
経
っ

た
ら
両
腕
の
上
下
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
耳
も
左
の

方
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
右
は
全
然
聞
こ
え
な
い
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
私
は
第
五
病
棟
の
室
長
に
な
っ
た
。
総
員
患

者
一
五
二
名
だ
っ
た
と
思
う
。
か
く
し
て
十
一
月
五
日
、
私
も

す
っ
か
り
元
気
に
な
っ
て
軍
医
に
退
院
し
た
い
旨
申
し
出
た
。

軍
医
は
「
ま
だ
左
手
の
傷
が
治
っ
て
い
な
い
の
で
駄
目
だ
」
と

言
わ
れ
た
が
、
私
が
た
っ
て
の
お
願
い
を
し
た
ら
「
そ
れ
ほ
ど

帰
り
た
い
な
ら
帰
っ
て
も
よ
い
が
週
に
一
回
通
院
」
を
条
件
に

自
己
退
院
し
て
、
ま
た
経
理
室
に
戻
っ
た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
、
転
進
命
令
下
る
。
翌
二
十

年
一
月
十
二
日
、
エ
チ
ア
ゲ
飛
行
場
に
向
か
っ
て
行
動
開
始
、

ソ
ラ
ナ
に
お
い
て
三
月
三
日
部
隊
解
散
。
独
立
混
成
第
二
十
六

連
隊
に
編
入
、
第
三
大
隊
（
下
見
部
隊
）
本
部
に
加
藤
主
計
と

共
に
配
属
と
な
っ
た
。
三
月
十
五
日
ソ
ラ
ナ
出
発
、
三
月
十
九

日
任
地
ダ
ビ
ッ
ク
に
到
着
し
た
。
私
は
そ
の
日
か
ら
ジ
ョ
ネ
ー

ス
・
ダ
ビ
ッ
ク
間
約
二
十
五
キ
ロ
の
間
の
物
資
の
輸
送
の
任
務

に
就
い
た
。

ジ
ョ
ネ
ー
ス
ま
で
は
車
が
通
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら
先
は
細
い

一
本
道
、
人
間
も
装
具
を
着
け
て
通
れ
な
い
山
道
も
あ
る
。
そ

の
た
め
兵
器
、
弾
薬
、
糧
秣
な
ど
は
ジ
ョ
ネ
ー
ス
に
置
い
て
任

地
に
行
っ
た
。
私
は
シ
ビ
リ
ア
ン
（
土
民
）
を
使
っ
て
筏
を
作

り
、
筏
に
積
ん
で
カ
ガ
ヤ
ン
川
を
渡
り
、
川
岸
で
待
っ
て
い
た

パ
ト
ケ
（
ソ
リ
）
に
積
み
替
え
、
水
牛
に
挽
か
せ
て
ダ
ビ
ッ
ク

に
運
ぶ
。
こ
れ
が
私
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

日
中
は
敵
機
に
発
見
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
輸
送
は
夜
間

の
み
で
、
午
後
二
時
ダ
ビ
ッ
ク
を
出
発
、
八
時
こ
ろ
ジ
ョ
ネ
ー

ス
に
着
い
て
輸
送
準
備
、
十
時
こ
ろ
ジ
ョ
ネ
ー
ス
出
発
、
朝
方

ダ
ビ
ッ
ク
に
到
着
、
朝
食
午
後
一
時
ま
で
昼
寝
。
こ
れ
が
毎
日



の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。

カ
ガ
ヤ
ン
渓
谷
は
治
安
が
悪
い
。
一
時
は
パ
ト
ケ
三
十
台
も

動
員
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
と
き
は
、
土
民
の
暴
動

や
ゲ
リ
ラ
の
襲
撃
に
備
え
、
護
衛
兵
十
数
名
付
け
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
普
段
は
、
私
と
和
田
上
等
兵
の
二
人
で
シ
ビ

リ
ア
ン
と
同
じ
服
装
で
背
に
籠
を
背
負
い
、
む
ぎ
わ
ら
帽
を
か

ぶ
り
、
素
足
で
歩
く
が
、
籠
は
二
重
底
で
下
に
は
い
つ
も
二
個

の
手
榴
弾
が
入
っ
て
い
た
。
一
番
苦
し
か
っ
た
の
は
素
足
で
川

原
の
焼
け
石
の
上
を
歩
く
こ
と
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
五
月
十
六
日
、
部
隊
は
バ
ガ
バ
ッ
ク
に
転
進
命

令
が
下
り
、
五
月
十
七
日
ダ
ビ
ッ
ク
を
出
発
し
た
。
そ
の
と
き
、

加
藤
主
計
が
私
を
呼
ん
で「
お
前
は
傷
兵
だ
か
ら
こ
こ
に
残
れ
、

そ
し
て
留
守
中
ゲ
リ
ラ
土
民
の
襲
撃
に
備
え
よ
」
と
兵
八
名
、

銃
八
挺
、
米
三
〇
キ
ロ
、
病
人
が
十
五
～
六
名
だ
っ
た
。
た
っ

た
八
名
の
兵
で
ゲ
リ
ラ
が
襲
撃
し
て
き
た
ら
、
ど
う
し
て
防
ご

う
か
と
心
細
か
っ
た
。

六
月
二
十
五
日
、

オ
リ
オ
ン
峠
の
戦
い
に
敗
れ
た
友
軍
が
続
々

と
カ
ガ
ヤ
ン
渓
谷
に
入
っ
て
来
た
。
私
の
部
隊
も
多
数
の
犠
牲

者
を
出
し
て
帰
っ
て
来
た
。
ダ
ビ
ッ
ク
に
来
て
か
ら
三
カ
月
、

こ
の
間
マ
ラ
リ
ア
で
兵
力
は
半
減
し
、
そ
の
上
オ
リ
オ
ン
峠
の

戦
い
で
我
が
部
隊
の
兵
力
は
三
分
の
一
と
な
っ
た
。

部
隊
は
ダ
ビ
ッ
ク
の
陣
地
を
捨
て
て
、
さ
ら
に
奥
地
に
入
り

終
戦
を
迎
え
、
九
月
十
八
日
ジ
ョ
ネ
ー
ス
に
お
い
て
武
装
解
除

を
受
け
た
。

あ
れ
か
ら
早
く
も
五
十
年
、

私
も
七
十
五
歳
に
な
り
ま
し
た
。

両
足
不
自
由
と
な
り
、
思
う
よ
う
に
仕
事
が
で
き
ず
、
今
で
は

家
業
も
家
計
も
伜
に
任
せ
、
私
は
運
動
の
た
め
庭
の
手
入
れ
と

養
鯉
と
栗
林
二
反
歩
ば
か
り
栽
培
し
て
気
ま
ま
に
や
っ
て
い
ま

す
。

独
立
電
波
（
堀
江
）
小
隊
も
照
空
隊
も

歩
兵
と
し
て
戦
う
　 

山
形
県
　
東
海
林
寿
雄
　 

私
は
昭
和
十
八
年
一
月
十
五
日
、「
防
空
兵
」
と
し
て
大
阪

集
合
地
に
入
営
し
、
下
関
、
釜
山
、
朝
鮮
半
島
経
由
、
一
月
二

十
六
日
牡
丹
江
馬
鞍
山
に
て
満
州
第
三
六
三
七
部
隊
（
独
立
野




